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KSB瀬戸内海放送新社屋

新社屋
三条駅

高松駅

瀬戸内海

栗林公園

高松築港駅

瓦町駅

旧社屋

稲荷山

建物概要 
所在地 / 香川県高松市
敷地面積 /6,728.10 ㎡ 
建築面積 /2,534.82 ㎡
延床面積 /6,598.87 ㎡
建物用途 / 放送局
階数 / 地上 4 階
建物高さ /23.94 ｍ
軒高 /19.38 ｍ
構造 / 鉄骨造 
免震構造 , 一部耐震構造

航空写真から望む高松の街並み。新社屋から栗林公園、高松港、瀬戸内海へと自然豊かな固有の風景が連続する。

6363895
長方形



南西から建物外観を眺める

KSB瀬戸内海放送新社屋

西側前面道路から建物外観を眺める

ボリュームの分節により、周辺の街並みスケールと調和する建物外観

企業のシンボルであり、地域のランドマークとなる鉄塔と新社屋敷地上空南西からの航空写真



KSB瀬戸内海放送新社屋

つながりを生む放送局
　香川県高松市に拠点を置く KSB 瀬戸内海放送の本社屋移転計画である。
四季を通じて移ろう庭を様々な角度から楽しめる建屋配置や設えとすることで、同じく庭があった旧社屋の記憶を継承し、瀬戸内の豊か
な風土と共にある同企業の理念を建築的に具現化している。また周囲に対し幾分閉じて見え隠れをつくる一方、 平断面の抜けにより施
設全体がどこまでも緩やかにつながる空間構成とし、放送局に求められるセキュリティを保ちつつ、社員や訪れた人全てがどこにいても連帯
感を感じられるようにした。庭をもつ大きな家のような放送局である。
　今後の地方放送局には、 地域のありようを正しく伝え、 既存の文化とビジネスを守りながら新たなモデルをつくりだし発信し続ける役割が
求められる。そしてその中に自らの新たな方向性も見出していく必要があると考える。
　新社屋が庭を中心に、社員同志のみならず社員と地域 / ステークホルダーとの距離も縮める場となるなら、社会や地域の本質的ニーズ
と常に向き合うことができ、新たな活動や発想が生まれ、それが発信される場へと変わっていく。
　この「閉じながら開く」環境により、やがて庭が地域の記憶を形づくる”へそ”のような存在となり、建屋が社会と”へそ”をつなぐ役割を担うこ
とで、KSB 瀬戸内海放送が地域と共に成長し、地域に根付く存在となり続けることを願う。 庭から見た建物外観（夕景）



KSB瀬戸内海放送新社屋

１ 日常の中心に庭を配する計画
 
庭を取り囲むコの字型施設配置とし、フロアのフレキシビリティを保ちつつ、
建屋の多くから自然の景色を楽しめる計画としている。
周辺住宅地への配慮やセキュリティ、日照条件等により、周囲に対して
は幾分閉じる側面を持たせながら、
庭に対して開放的な設えとすることで、光や風が感じられ、社屋の利用
者の意識が自然と庭に向く環境を築いた。
また庭は芝生空間を中心に収録や撮影、様々なイベントに使える場とす
ると共に、室内とつながりをもつテラスを随所に配置することで、屋外空間
の積極利用を促す等、利用者にとって建物と庭が等価に感じられるよう
な環境の形成を試みている。

テレビ撮影など、日常的に使える庭

旧社屋の庭

garden work
space

garden

work space

北棟

南棟

駐車場駐車場

庭

配置図

談話やテレビ撮影、コワーキングスペースとして日常的に利用される屋外テラス 庭と緩やかに繋がる社員食堂内の素足エリア

各所に“出やすい”テラスを設け、内部と外部の繋がりを強めている。また勾配屋根によって庭やデッキから眺める風景に広がりを与えている。
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　庭を取り囲むコの字型施設配置とし、フロアのフレキシビリティを保ちつつ、
建屋の多くから自然の景色を楽しめる計画としている。
　周辺住宅地への配慮やセキュリティ、日照条件等により、周囲に対しては
幾分閉じる側面を持たせながら、庭に対して開放的な設えとすることで、光
や風が感じられ、社屋の利用者の意識が自然と庭に向く環境を築いた。
　また庭は芝生空間を中心に撮影や様々なイベントに使える場とすると共
に、室内とつながりをもつテラスを随所に配置することで、屋外空間の積極利
用を促す等、利用者にとって建物と庭が等価に感じられるような環境の形成
を試みている。



KSB瀬戸内海放送新社屋

庭から南棟 ・ 北棟を見た夜景

朝日が差し込み、動線が交錯する場所に設けられたビックテーブルカフェ 上階の執務空間や庭と直接つながる社員食堂の百菜屋 立体的につながる庭、テラス、内部空間 庭にフォーカスする３階廊下の地窓 水景には野鳥が居付き始めている

新社屋の中心に位置するエントランスホール空間は、2 層吹抜けでダイレクトに庭へと視線が抜ける開放的な空間とするとともに床面や天井面に庭の緑を映し込むことで庭を内部空間に呼び込んでいる｡床は研ぎ出しコンクリート、壁は地元観音寺の瓦土を練り混んだ陶器質タイル｡



KSB瀬戸内海放送新社屋

２ 新たな気づきと出会いを生む空間構成
       
　スタジオや会議室等の個室やユーティリティ部分など機能上必要な部位を除き、間仕切りを極力を設け
ずオープンな空間とする中、ずれながら重なる平断面の抜けを緩やかに連続させ、庭の周囲に施設全体が
つながる一体的なワークスペースを構築した。
　オープンでありながら、平断面方向の奥行や建物軸を活かした柔らかい領域化、ガラスへの映り込み等
で適度な見え隠れをつくり、あけっ広げではない居心地の良さを生むことで、天候や気分、活動内容に応
じて利用者が自分の居場所を見つけやすい環境を形成している。
　場の選択性を高めて活性化されるアクティビティは、一体空間を通じて互いに影響し合うことにより、少し
ずつ新しいアイデアや活動へと変わっていく。
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garden work space garden work space

event space

event space

communication
space

communication
space

庭を囲むように多様なコワーキングスペースをシームレスに配置し、
居心地の良さや働く場の選択制を高めている。

ずれながら重なる平断面の抜け

庭

A

Aʼ

A Aʼ

A Aʼ

１F 平面図

２F 平面図

3F 平面図

⑤
①

①IDEA PORT②COLLABORATION ROOM ③Decision room
④応接室⑤オフィス

②
③

④

①ライブラリー②ON Deck③DESIGN LAB④オフィス⑤スタジオ

①

②

③

⑤

④

④

④

⑤

①エントランス②マルチスタジオ③WholeCamembert④BigTableCafe
⑤Mindfulness room⑥食堂⑦素足エリア⑧社外会議室

①
②

③
④

⑤

⑦ ⑥⑧

⑤

光庭

⑤

⑤

0 5 10 20m

0 5 10 20m

0 5 10 20m

エントランスホールを中心にスタジオやライブラリ、コワーキングなど様々なアクティビティが連鎖する。天井は庭の緑を映し込み内部に庭を引き込む素材、壁はコーヒー豆などのリサイクル材も利用したセメント板による内壁。

⑤

①IDEA PORT
②COLLABORATION
　 ROOM
③Decision room
④応接室
⑤オフィス

3F 平面図
S=1/1200  
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①ライブラリー
②On Deck
③DESIGN LAB
④オフィス
⑤FM スタジオ

①エントランスホール
②Whole Camembert
③会議室
④Digital studio
⑤FM スタジオ
⑥Big Table Cafe
⑦Mindfulness room
⑧社員食堂（百菜家）
⑨素足エリア

庭を囲むように多様なコワーキングスペースをシームレスに配置し、居心地の良さや働く場の選択制を高めている。

2F 平面図
S=1/1200  

配置図兼 1F 平面図
S=1/1200  
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KSB瀬戸内海放送新社屋

A-Aʼ断面図

a.吹き抜けを介して連続する1F食堂と2FDESIGN LAB・オフィス c.光庭を介して、見え隠れする活動の風景 d.エントランス空間の一部となるライブラリーb.奥行きのある一体空間の中で連続する活動の風景 e.エントランスに面したキッチンとコワーキングスペース

⑩①

⑥③

⑨⑧⑦② ④

① ⑤

①

①

⑪①

①

h.適度なブラインド効果を見込むガラスへの映り込み i.自分の居場所を見つけやすい多様な空間 j.空間と人を結ぶ吹き抜けと螺旋階段g.立体的に交錯する社員のアクティビティ k.下階や同階で柔らかいつながりを生む空間構成

a

f

b ed

cg

h

i

j
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f.庭を背に活動の風景が連続する食堂兼コワーキ
ングスペース

①IDEA PORT
②COLLABORATION
　 ROOM
③Decision room
④応接室
⑤オフィス

配置図兼 1F 平面図
S=1/1200  

庭の周囲に平断面のズレや吹抜けを介して施設全体がつながる一体的なワークスペースを展開。
これにより部門や社内外の垣根を超えた全社横断的なエンカウンター、 コミュニケーション、 コラボ
レーションが生まれる環境を形成。

①コワーキングスペース②素足エリア③DESIGN LAB④食堂⑤渡り廊下⑥ On Deck ⑦Big Table Cafe
⑧Whole Camembert⑨エントランスホール⑩ IDEA PORT ⑪会議室
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B-Bʼ断面図

細柱により庭への開放感を高める 足元の柱を束ね、まちへの開放感を高める

Bʼ
北棟3F

北棟2F
北棟1F

南棟1F
南棟2F

食堂

ライブラリー

オフィス

コワーキング
スペース

コワーキング
スペース

トップライト

ハイサイドライト

ハイサイドライト

Cʼ

0.0 0.5 1.0 1.5

放送機能を集約した北棟に免震構造を採用
斜め柱の採用と合わせて免振装置と基礎躯体を削減

外周を固めることで庭側を
細柱とし、開放的な空間
を生み出している

外周部は斜め柱により剛性の高いフレームを構築し、
地震力を負担しながら、まちへの開放性を生み出している

庭の水流や木の蒸散効果
により、涼しい風を室内に
取り込む

床下吹出空調

反射により間接光(リフ
レクター効果)と水景の
揺らぎを感じられる

トップライトとベンチ
レーションを兼ね備えた
換気窓

外気を取り込む
換気窓

夏期の日射を抑制しつつ、
庭へ視線を誘導する長庇

勾配屋根により庭への採光をより
多く確保しつつ、庭を中心に
伸びやかな空への広がりを生む

社外会議室

オフィス

オフィス

コワーキングオフィス

食堂 庭 駐車場

0 5 10m

温度（℃） 外気条件15℃ 4月

庭を介して取り込まれた風は、
壁のない一体空間を抜け、
居住域の温度を快適に保っている

C-Cʼ断面図

±0 ＋2.0 ＋4.0 ＋6.0 ＋8.0

風速（m/s） 外気条件2m/s

３ 広がりと一体感を生む設え　
       
3-a. 庭に開く構造計画
構造計画においては、基礎免震構造を軸に放送局としての信頼性を高めた上で、施設外
周部を斜め柱により固めて庭側を細柱のみで構成し、庭と建屋のつながりを強めている。
 

 
       
3-b. 一体空間を活かした自然換気 ・ 採光計画
水平換気（卓越風と庭の存在を活用）と重力換気（一体空間を活用）を組み合わせた自然換気システムと自然採光（多様な開口や軒、日除けを活用）を居住域空調/
抑揚ある照明計画と融合させ、年間を通じた空調・照明負荷の低減につなげている。

高松では、1年を通じて東西方向の風が安定して吹いており、春から秋にかけて北側からの
風も比較的多く吹く傾向にある。
庭を取り囲むコの字型プランは、主として東側からの卓越風を庭を介して建屋に取り込むだ
けでなく、先述の方面からの風を受け止め、一体的空間構成や適切な開口配置と併せて、
水平・垂直方向に抜けやすい環境を形成する。

右上　揺らぐことで風を可視化す
る竹照明

右中　蒸散効果を生む庭の水景
右下　リフレクター効果を生む天

井材

中央上　西陽を効率的に軽減する格
子状鋼製ルーバー（ランダムな
塞ぎ板は、風切音防止対策の
実験結果を踏まえたもの）

中央下　竹ルーバーによる日射抑制

左　勾配天井のずれを
活かしたハイサイドライ
トによる自然採光・
自然換気
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B-Bʼ断面図　
S=1/400  

勾配屋根により庭への採光をより多く確保しつ
つ、庭を中心に伸びやかな空への広がりを生む

夏期の日射を抑制しつつ、
庭へ視線を誘導する長庇

外気を取り込む
換気窓

反射により間接光 ( リフレクター効
果 ) と水景の揺らぎを感じられる

庭の水流や木の蒸散効果によ
り、涼しい風を室内に取り込む

トップライトとベンチレーショ
ンを兼ね備えた換気窓 床下吹出空調

会議室

オフィスコワーキング

オフィス

オフィス

食堂

庭

駐車場

勾配天井のずれを活かし
たハイサイドライトによる
自然採光 ・ 自然換気

コワーキング
スペース

コワーキング
スペース

オフィス

オフィス



       

 

 
       

 
       
自然のかけらとしてのデザイン



東立面図アルミカーテンウォール

有孔折板 素地仕上

鋼製グレーチング

押出成形セメント板 リブパネル 素地仕上

カラーガルバリウム
鋼板 ハゼ葺き

溝形鋼

せっき質タイル

KSB瀬戸内海放送新社屋

東立面図　S=1/400
アルミカーテンウォール

有孔折板 素地仕上

鋼製グレーチング

カラーガルバリウム
鋼板 ハゼ葺き

溝形鋼

せっき質タイル カラーガルバリウム
鋼板 ハゼ葺き

鉄塔

有孔折板
素地仕上

エントランスでの催し/活動は館全体に伝わる活動を地域に伝え、庭に抜けるエントランスホール

日常的にテレビ撮影など、建屋と一体利用が
行われる庭

情報発信の場であり、地域との接点を生む
メディアボックス

主張しすぎない縦基調のライティング

風の力を受け流す三角形平面

トップライトなど建物内部からも鉄塔が見えかくれする企業のシンボルであり、地域のランドマークとなる鉄塔

地域のランドマークとなる鉄塔

栗林公園、高松市街方面

駐車場敷地への増築も可能
周辺用地との連携も考慮 三条駅方面

５ 地域に根付く営み
       
5-a.ランドマークとしての鉄塔デザイン
機能とデザインを両立した三角形平面の鉄塔は、昼夜において目印となって庭と共に企業の存在感を示し、地域に安心感を与える。

 

 
       
5-b. 外部への開放とイベントの開催
平断面ゾーニングを活かした段階的なセキュリティ計画により、シチュエーションに応じて１階は地域やステークホルダーに開放し、（新型コ
ロナウィルス感染拡大の影響もあり段階的に）多様なイベントや見学会、関連会社とのコラボレーションなどを継続的に行っていく。

5-c. 周辺への発展性の確保
まとまった駐車場の確保や四方への拡張性
を有した足元空間の計画により、将来の街
の変化に応答し、増築や周囲に拡充する
関連施設との連携を築きやすい計画として
いる。

押出成形セメント板　シリコン系カラークリア塗装 押出成形セメント板　リブパネル　
シリコン系カラークリア塗装

エントランス断面図　
S=1/200  

円形テーブルが室内外、セキュリティエリア内外も
繋げる(イベント盤装備)

身近でラジオやネット配信を
観覧できるDigital studio

上部には様々なイベント
に対応可能なライトブリッジ

イベント時には観覧席としても
利用可能なコワーキングスペース

街とつながる庭とつながる Whole Camembert エントランスホール

オフィス コワーキングスペース廊下廊下

廊下 光庭

西陽を効率的に軽減する
格子状鋼製ルーバー

オフィス

押出成形セメント板　シリコン系カラークリア塗装

3-b. 社外とのつながりとイベントの開催
平断面ゾーニングを活かした段階的なセキュリティ計画により、シチュエーションに応じて１階は地域やステークホルダーに開放し、（新型コロナウィルス感
染拡大の影響もあり段階的に）多様なイベントや見学会、関連会社とのコラボレーションなどを継続的に行っていく。

Digital studioの活動がエントランスホールから見える

西日を効率的に遮蔽する鋼製ルーバー
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